
 

 

経 済 建 設 常 任 委 員 会 

 

 

１．日  時  平成29年９月19日（火） 

        午前10時18分 開会   午前11時25分 休憩 

午前11時30分 再開   午後０時25分 休憩 

午後１時30分 再開   午後２時05分 閉会 

 

２．場  所  第４委員会室 

 

３．出席委員  高野哲郎委員長、浅村起嘉副委員長、井田秀喜委員、二木攻委員、 

橋本米子委員、表靖二委員、浅野清利委員 

 

４．欠席委員  なし 

 

５．委員会の議題 

＜都市創造部＞ 

【まちデザイン第１課】 

＜報告事項＞ 

 ・北陸新幹線の進捗状況について 

 ・粟津駅西土地区画整理事業の換地処分完了と町字の区域及び地番の変更について 

 ・粟津温泉交流広場整備について 

 ・小松駅前イルミネーション点灯式について 

【緑花公園センター】 

＜報告事項＞ 

   ・フローラルこまつについて 

【道路河川課】 

  議案第68号 市道路線の変更について 

    議案第69号 市道路線の廃止について 

＜経済観光文化部＞ 

【観光交流課】 

＜報告事項＞ 

   ・「カブッキーのおうちにおいでよ」開催について 

   ・小松市どんどんまつりについて 

   ・第４２期囲碁名人戦について 

   ・石川県立航空プラザの利用状況等について 

【文化創造課】 

＜報告事項＞ 

・こまつの郷土芸能まつりの開催について（こまつ曳山交流館みよっさ） 

・博物館特別展「那谷寺と白山信仰」の開催について（博物館） 

・埋蔵文化財センター下半期の取組みについて（埋蔵文化財センター） 

【国際都市推進課】 



 

 

＜報告事項＞ 

・台湾・彰化市との友好協定締結について 

・アゼルバイジャンへの訪問団派遣について 

・ロシア・アンガルスク市との友好協定締結及び青少年訪問団の受入について 

  【商工労働課】 

＜報告事項＞ 

   ・小松ブランド新製品等販路開拓支援事業について 

・小松市産学官共同研究促進事業について 

＜環境共生部＞ 

【エコロジー推進課】 

＜報告事項＞ 

・小松市墓地（向本折）の使用区画の募集について 

・エンジョイエコまつりについて 

【農林水産課】 

  報告第13号 専決処分の報告について中 

専決第３号 小松市営土地改良事業賦課金等徴収条例の一部を改正する条例 

【環境王国こまつ推進本部】 

＜報告事項＞ 

  ・小松とまと月間～夏秋の章～について 

 

＜陳情審査＞ 

陳情第１号 「全国森林環境税の創設に関する意見書採択」に関する陳情 

                陳情者 全国森林環境税創設促進議員連盟 

                    会長 板垣 一徳 

                    （新潟県村上市議会議員） 

６．委員長報告の要旨 

■粟津温泉交流広場整備について 

 来年、粟津温泉開湯1300年を迎えるにあたり、地元、粟津温泉交流広場活用会議より出された

「祈り」「結び」「いやし」の聖地をテーマとし、旅館「かみや」の跡地に交流広場を整備する

ものであります。広場は粟津の中心地であり防災の拠点として、また、地元住民の使いやすさを

考慮し、地元主体での活用計画の策定、管理運営を行い、住民の手により常に進化していく広場

となるよう、整備を進めていくとのことであります。 

この広場は、地元住民の意図が反映された計画であり、すばらしいものとなるよう期待したい

という意見や、地元の自立した継続的管理を求める意見が出されました。 

 

■議案第68号 市道路線の変更について 

 馬場西荒谷線について、利用状況を勘案し、周りが森林となっている一部区間を林道として舗

装整備を行い、利活用するため、市道の延長を変更するとのことであります。 

 

■議案第69号 市道路線の廃止について 

 ＪＲ北陸本線と駅南ブロック複合施設の間の市道、高架側道５号線について、子どもと市民の

学びゾーンである「カブッキーランド」等の整備により、駅周辺では、関係車両等の出入りが増



 

 

加し、道路の利用形態が変化することが予想されることから、市道を廃止し、一般車両等の出入

りを制限することにより、施設利用者の安全を守り、安心して利用できるようにするとのことで

あります。この付近については、乗降場所としての利用等による事故が危惧されることから、必

要な対策を講じるよう求めました。 

 

■小松市墓地（向本折）の使用区画の募集について（第１期） 

 小松市墓地（向本折）において、使用者から返還された墓所区画を再整備し、使用区画３０区

画の申し込みを開始されるとのことであります。今後も返還墓の整理状況を踏まえ、引き続き使

用区画の再整備を進めていくよう求めました。 

 


